
カーボン
ニュートラル実現

産業・人・自然の好循環による「住み続けたいまち」の実現
❶星空保護区認定取得、高速交通体系の整備、市制施行70周年
   などの好機を生かし、地域の持続可能性を向上
❷日本一美しい星空を「生かす」観光と、「守る」環境活動を中心に、
   産学官民の活動を活発化させ、稼ぐ力向上と脱炭素化を図る
❸核となる共創組織を構築し多様な主体との連携・協働を一層強化

日本一美しい星空
「生かす」取組み

星空観光 脱炭素・光害対策
「守る」取組み

事業者の
稼ぐ力向上

加速化

地域の課題解決や魅力向上を加速化させて、持続可能性を向上

SDGs未来都市 福井県大野市（2023年）

星空を活用した商品開発・情報発信
グリーン・モビリティの活用
宿泊環境の充実

「星空の街・あおぞらの街」全国大会
脱炭素行動の普及啓発
森林保全活動の推進

光害の環境教育
市民,事業者,企業,団体,大学,
小中学校,自治会,県など

新たな「共創組織」の構築

観光を軸に稼ぐ新組織
●SDGs連絡協議会
●脱炭素推進会議

加速化

日本一美しい星空
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